
第１回 石川県成長戦略「ミライカイギ」 次第 
 

令和６年４月２４日（水） 14:00～15:30 

石川県庁舎１１階 １１０９会議室     

 

１ 開会挨拶 

 

２ 議  事 

  （１）石川県成長戦略「ミライカイギ」設置要綱 
  （２）座長の選出について 
  （３）石川県成長戦略の概要について 
  （４）石川県創造的復興プラン（仮称）の骨子について 
 

３ 意見交換 
 

４ 閉会挨拶 

 

資料１  石川県成長戦略「ミライカイギ」設置要綱 
資料２  石川県成長戦略の概要 
資料３  石川県創造的復興プラン（仮称）骨子 



第１回石川県成長戦略「ミライカイギ」　出席者名簿

（敬称略、５０音順）

氏名 役職名 備考

青木　恵 株式会社北國新聞社取締役広報室長

大月　真由美 特定非営利活動法人石川県防災士会副理事長 欠席

數馬　嘉一郎 数馬酒造株式会社代表取締役 Ｗｅｂ出席

加納　慎也 小松ウオール工業株式会社代表取締役社長

小杉　佳世子 西日本電信電話株式会社北陸支店長

新滝　祥子 株式会社ゆのくにの森取締役社長室長

新保　雄希 幼保連携型認定こども園泉の台幼稚舎園長

髙田　恒平
株式会社金沢彩の庭ホテル代表
株式会社金沢アドベンチャーズ代表

多田　真由美 一般社団法人春蘭の里代表理事

出島　彰宏 珠洲市総合病院内科医長兼地域医療連携室長

任田　和真 いしかわ地域おこし協力隊ネットワーク共同代表

中惣　恭子 一般財団法人小原流南加賀支部長

奈良　宗久 茶道裏千家今日庵業躰 欠席

橋本　陽子 北陸電力株式会社石川支店営業部営業担当主査プランナー

森高　靖子 加賀建設株式会社土木部課長

安井　善成 有限会社安井ファーム代表取締役

山口　宗大 株式会社どんたく代表取締役社長 欠席

計　 １７名

出席 １４名

欠席 　３名
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石川県成長戦略「ミライカイギ」設置要綱（案） 

 

（目的） 

第１条 石川県の総合計画である石川県成長戦略（以下「成長戦略」という。）の実

効性を高めることを目的として、石川県成長戦略「ミライカイギ」（以下「会議」

という。）を設置する。 
 
（所掌事項） 

第２条 会議は、前条の目的を達成するため、次の事項をつかさどる。 

(1) 成長戦略の方向性に基づいた取組の実効性や新たな取組のアイデア等に関

し、意見交換すること。 

(2) その他成長戦略の実行に必要な事項に関すること。 
 
（委員） 

第３条 委員は、石川県の次代を担う、県内各地域の様々な各分野で先進的な活動

をしている者から知事が就任を依頼する。 

２ 委員の任期は、原則２年とし、欠員が生じた場合における補欠委員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

３ 委員は、再任することを妨げない。 
 
（会議） 

第４条 会議は、知事が招集する。 

２ 知事が必要と認める場合は、会議に委員以外の者の出席を求めることができる。 
 
（座長） 

第５条 会議に座長を置く。 

２ 座長は、知事が指名する者をもって充てる。 

３ 座長が欠けたときは、委員の中から知事が指名する者がその職務を代理する。 
 
（庶務） 

第６条 会議の庶務は、石川県企画振興部企画課において行う。 
 
（その他） 

第７条 この設置要綱に定めるもののほか、会議の運営に関し、必要な事項は知事

が定める。 
 
 

附 則 

 この設置要綱は、令和６年４月２４日から施行する。 

資料１ 



令和６年４月２４日

石川県成長戦略の概要

資料２
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基本的な考え方

＜石川の強みである個性、魅力、基盤＞

石川県は、これまで石川県長期構想に基づき、個性、魅力、基盤を磨きあげてきた。これら
の強みを継承・発展させるとともに、近年の社会のデジタル化やカーボンニュートラルの推進と
いった新たな時代の潮流に対応し、さらなる飛躍を目指す

県の施策の方向性を総合的かつ体系的にまとめた石川県の最上位計画

令和５(2023)年度から令和１４(2032)年度までの１０年間

背景

位置づけ

計画期間

ものづくり産業の集積魅力ある観光資源質の高い文化資源

豊かな自然環境

特色ある農林水産物

北陸新幹線など交流基盤 子育てしやすい環境 高等教育機関の集積
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基本目標と３つの目指す姿
基本目標

幸福度日本一に向けた石川の未来の創造
～住みやすく、働きやすい、活力あふれる石川県の実現～

住みやすい石川県 働きやすい石川県 活力あふれる石川県

環境
防災・減災

医療 産業 誰もが活躍できる社会

農林水産業

文化 スポーツ

地域振興

３つの目指す姿

子育て

ワーケーション
観光
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戦略ごとの主要目標

デジタル活用の推進

収益力の高い農林水産業と次世代につなぐ
農山漁村づくり

石川の未来を切り拓く人づくり

温もりのある社会づくり

安全・安心かつ持続可能な地域づくり戦略２

戦略４

戦略５

戦略６

横断１個性と魅力にあふれる交流盛んな地域づくり戦略3

カーボンニュートラルの推進横断２

新たな時代を捉えて飛躍・成長する産業づくり戦略１

●県民１人当たりの県内総生産（実質）

年平均0.9%成長 → 年平均2.2%成長

●農業産出額 ●食料自給率

480億円 → 600億円 43% → 55%

●兼六園周辺文化の森文化施設来館者数

●観光消費額

311万人 → 354万人

3,174億円 → 4,000億円

●全国学力調査の平均正答率

小6：69.7％ → 小６：70％以上
中3：62.0％ 中３：70％以上

32,609人 → 34,000人

●合計特殊出生率

健康寿命

平均寿命

男性：73.08
女性：75.90
男性：82.00
女性：88.11

1.38 → 1.8 平均寿命の増加を
→ 上回る健康寿命の

増加

●防災士数

●交通事故年間死者数

9,125人 → 12,000人以上

22人 → 減少

●オンライン化された手続の利用率

15.8% → 90%

●温室効果ガス排出量の削減率 【再掲】

23.1%  → 50%(2030年度)
排出量実質ゼロ(2050年)

※ 施策に対し１６０のＫＰＩを設定

●人口の転入出数

▲2,163人 → 社会減減少

●県内大学・短期大学の志願者数

●健康寿命

●温室効果ガス排出量の削減率

23.1% → 50%(2030年度)
排出量実質ゼロ(2050年)

●県内産業の付加価値率 【再掲】

21.6% → 22.3%

<視点>

石
川
の
新
た
な
価
値
の
創
造

県
民
が
健
や
か
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
の
構
築

視点１

視点2
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〈主な施策〉

① 産業のＤＸ推進
(デジタル人材育成、先端技術の普及促進)

② 産業のＧＸ推進
(グリーン分野参入、環境配慮型事業)

③ 産業を支える人材の確保・育成
(多様な人材の育成)

④ 新事業・新産業の創出
(新製品・サービス開発、スタートアップ創出・育成)

⑤ 国内外への販路拡大・魅力発信
(県産品魅力向上・発信、海外事業展開促進)

⑥ 中小企業・小規模事業者等の事業基盤の強化
(伴走支援の強化、セーフティネットの充実)

⑦ 企業等の戦略的誘致
(高付加価値企業の誘致、サテライトオフィスの誘致)

●県民1人当たりの県内総生産（実質）

年平均 0.9 %成長
（H24～R4年（推計）の平均）

収益力の高い農林水産業と次世代につなぐ

農山漁村づくり

〈主な施策〉

① 農業生産構造の強化
(水稲から園芸作物などへの転換による農業所得の向上)

② 持続可能な農業・畜産業の体制づくり
(環境保全型農業推進、耕畜連携)

③ 農林水産物のブランド化の推進や
里山里海地域の振興
(ブランド農林水産物の魅力発信・生産拡大、
里山里海の付加価値向上)

④ 県産材の生産･利用拡大による林業の発展と
木材産業の体制強化
(県産材の安定供給体制構築、ＤＸ・ＧＸ推進)

⑤ 持続性のある水産業の実現
(資源管理の徹底、養殖による水産資源の維持増大)

●農業産出額

●食料自給率(県内)(生産額ベース)

戦略

２
戦略

１
新たな時代を捉えて飛躍・成長する

産業づくり

〈主要目標〉 〈主要目標〉

収穫機によるたまねぎの収穫

新規就業者のスキルアップ講習

新事業・新産業の創出に向けた支援

販路開拓に向けた商談会の開催

年平均2.2%成長
（R4～R14年の平均）

480億円(R3年) 600億円(R14年)

43%（R3年度） 55％（R14年度）

→
→

→

各戦略の概要
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〈主な施策〉

① 個性と厚みのある文化の創造と発展
(文化の継承と発展、食文化の振興)

② スポーツを通じた活力の創造
(競技スポーツ振興、スポーツの裾野拡大・地域活性化)

③ 選ばれ続ける観光地としてのブランド力の強化
(文化観光推進、インバウンドにおける高付加価値旅行者の誘客強化)

④ 交流人口の拡大に資する陸・海・空の交流基盤のさらなる充実
(北陸新幹線早期全線整備、安心して快適に移動できる公共交通)

⑤ 地域活力の向上に向けた移住・定住の促進
(石川の暮らしの魅力発信、
多様な暮らし方等を捉えた人の流れの創出)

⑥ 個性豊かな地域づくり
(多様な人が交流・活躍できる地域づくり)

⑦ 世界に開かれた国際交流の推進
(世界各地域との交流、国際社会に通用する人材育成)

石川の未来を切り拓く人づくり

〈主な施策〉

① 次世代を担う人材の育成
(いしかわに対する誇りと愛着の醸成、
信頼される質の高い学校づくり )

② 地域の知の拠点たる高等教育機関と連携した
「学都石川」の発展
(高等教育機関の多様な「学び」の推進、
知を活かした地域の魅力向上)

③ 人生１００年時代を見据えた、生涯にわたり
学び活躍できる環境の整備
(生涯にわたり学び続ける環境づくり、
家庭や地域の教育力の向上)

戦略

４
戦略

3 個性と魅力にあふれる交流盛んな地域づくり

●兼六園周辺文化の森文化施設来館者数

●人口の転入出数

〈主要目標〉 〈主要目標〉

オーケストラ・アンサンブル金沢

特別感のある観光コンテンツ

（地元の人との餅つき体験）

石川版教科書「ふるさと石川」

プログラミング言語を活用した電子工作

311万人(H27～R1年度平均) 354万人（R14年度）

●観光消費額
3,174億円(H27～R1年の平均） 4,000億円（R14年）

▲2,163人（R4年） 社会減解消(R9年）

→

→

→

●県内大学・短期大学の志願者数

32,609人（R4年度） 34,000人 (R14年度)→

●全国学力調査の平均正答率

小6：69.7％ 小６：
中3：62.0％ 中３：
（R4年度）

70％以上（R14年度）→

各戦略の概要
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〈主な施策〉

① 安心して子どもを生み育てることができる環境の充実
(結婚・出産・子育て支援、ワークライフバランス推進)

② 生涯健康で安心して暮らせる社会づくり
(健康・生きがいづくり、介護・福祉人材の確保・資質向上)

③ 全ての県民への必要な医療の提供
(地域医療の確保、感染症対策の推進)

④ 誰もが心豊かに安心して暮らせる多様性を
認め合う社会づくり
(差別や偏見のない社会づくり、障害のある人も
ない人も共に暮らしやすい地域づくり)

⑤ 男女が共に活躍できる社会の実現
(女性活躍の推進、女性等に対する暴力根絶)

安全・安心かつ持続可能な地域づくり

〈主な施策〉

① 災害に負けない強靭な県土づくり
(防災・減災対策の充実強化、地域防災力の向上)

② 安心して快適に暮らせる地域づくり
(持続可能なインフラ基盤の確保、
交通安全活動、犯罪のないまちづくりの推進)

③ 持続可能な循環型社会づくり
(カーボンニュートラル実現に向けた実践、
循環型社会の形成)

④ 自然と人とが共生できる社会づくり
(持続可能な自然環境の構築、
人と動物が共生することができる社会の実現)

戦略

6
戦略

5 温もりのある社会づくり

●合計特殊出生率

1.38（R4年） 1.8（R14年）

●健康寿命

健康寿命
男性：73.08
女性：75.90

（R1年）

平均寿命
男性：82.00
女性：88.11
(R2年)

平均寿命の増加を
上回る健康寿命の
増加（R14年）

●防災士数

●温室効果ガス排出量の削減率

●交通事故年間死者数

〈主要目標〉 〈主要目標〉

23.1％(R2年度)   

プレミアム・パスポートロゴマーク

ドクターヘリ

地域の見守りネットワークの推進

防災総合訓練の実施

学校と連携した児童を守る交通安全運動

佐渡から県内に飛来した野生のトキ

9,125人(R4年度) 12,000人以上(R14年度)

死者数２２人(R4年) 減少（R14年）

50%(R12、2030年度)

排出量実質ゼロ(2050年)

→

→

→

→

→

各戦略の概要
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〈主な施策〉

① デジタル活用の基盤整備
(県民のニーズに応えるサービス提供に向けたデジタル基盤の整備、
行政サービスの向上、デジタル人材の育成・活用)

② 社会全体のＤＸ推進
(産業のDX推進、暮らしのDX推進)

カーボンニュートラルの推進

〈主な施策〉

① 幅広い産業分野におけるＧＸ推進
(グリーン分野参入、環境保全型農業推進)

② エネルギー構造の転換への対応
(再生可能エネルギー導入促進、
エネルギー価格高騰などへの対応)

③ 住宅や民間施設などのゼロエネルギー化の促進
(ZEHの普及促進、県産材の利用拡大)

④ 環境配慮型自動車の普及やモーダルシフトの促進
(環境配慮型自動車普及、
モーダルシフトの促進)

⑤ カーボンニュートラルの実現に向けた
県民意識の醸成
(脱炭素型ライフスタイルの推進、
環境教育・環境学習の推進)

横断

２
横断

１ デジタル活用の推進

●温室効果ガス排出量の削減率

23.1％(R2年度)   

●オンライン化された行政手続の利用率

15.8%（R4年度） 90%（R14年度）

●県内産業の付加価値率

21.6％（R2年度） 22.3%（R14年度）

〈主要目標〉 〈主要目標〉

ICTを活用した授業スマート農業の普及に向けた
ドローン操作研修

公共施設の屋上に設置した
太陽光発電施設

ＺＥＨのイメージ

50%(R12、2030年度)

排出量実質ゼロ(2050年)

→

→

→

各戦略の概要

生成AIを活用した広報
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幸福度日本一の石川県に向けて

１４の主要目標と１６０のＫＰＩにより、

戦略及び施策の達成状況を毎年検証しながら、必要に応じて見直し

デジタル技術の進展などを踏まえつつ、成長戦略の実効性を高め

ながら、成長戦略に掲げる施策を着実に推進し、主要目標や

ＫＰＩの目標達成により、幸福度日本一の石川県の実現を

目指す



石川県創造的復興プラン(仮称)骨子

Ⅰ基本的な考え方

Ⅱ計画期間

Ⅲ施策の体系とその概要

資料３



●現役世代、女性、広域避難された方も含めた 、
過去の災害からの復興の教訓を生かしながら復興を進める

●単なる復旧にとどめず、自然と共生する能登の魅力を守り高めることで、能登
ブランドをより一層高める を目指す

●今後を担う若い世代や民間・外部の力も活用しながら、地方の課題解決のモデル
となるような、 しなやかな復興を実現する

令和６年能登半島地震により特に甚大な被害を受けた能登では、
昔から時に厳しくもとても豊かな自然環境の中で、自然の恵みに
感謝しながら、人々が暮らしや文化を作り上げてきました。
復興に際しては、そうした他にはない豊富な地域資源の魅力の
高付加価値化を図ることで、質を求める新しい時代にふさわしい
地域づくりができるはずです。
また、我が国は今、人口減少と東京一極集中が進んでおり、能
登の復興は、近い将来、多くの地方が直面する課題の解となる可
能性があります。
半島という地理的特性も踏まえ、長期的な人口減少にも対応し
ながら、能登が復興を遂げるためには、どのような能登となれば
よいのか、今一度住民とともに考え、その輝きを取り戻すための
方策をまとめていきます。それはひいては石川県全体の発展につ
ながると考えます。

Ⅰ基本的考え方

(写真)県観光公式サイト

1

白米千枚田



今回の震災ではインフラが大規模、広範囲に損傷し
ました。復興に向けた道のりには時間を要するなか、
県成長戦略の目標年次である令和１４年度末を計画期
間とした上で取り組みを進めます。各施策については、
復興タイムラインを設定し「いつ頃までに何がどうな
るのか」を示し、目安をもって将来の能登の姿をイ
メージできるよう、短期、中期、長期に分け、復興に
取り組みます。

令和７年度末 令和10年度末 令和14年度末

Ⅱ計画期間

２年後 ５年後 ９年後

(写真)令和６年能登半島地震復旧・復興支援本部（第４回）資料

2

水道管の復旧作業状況（輪島市）



Ⅲ 施策の体系とその概要

教訓を踏まえた
災害に強い地域づくり

能登の特色ある
生業(なりわい)の再建

暮らしとコミュニティの再建

安全・安心な地域づくり

１

２

３

４

５
3

創造的復興リーディング
プロジェクトの創出



現在、国や全国の自治体、日本水道協会など関係機関のご支援をいだきながら、応急復旧が進
んでいます。インフラの早期復旧は今後の全ての復興の前提となるものであり、その迅速化を図
ります。
また、今回の地震では、多くのインフラが損傷しましたが、耐震技術と損傷の関係について技
術的な検証を行い、今後のインフラの強靭化を進めます。その際には、「線でつながるインフ
ラ」に加え、自立分散型の「点でまかなうインフラ」も選択肢の一つとし、地域の実情に応じた
復旧のあり方についても検討します。
また、情報通信インフラの充実のほか、液状化対策、住宅の耐震化など災害に強いまちづくり
を進めます。

１ 教訓を踏まえた災害に強い地域づくり

(写真)石川県4県道の復旧作業状況（輪島市内）



施策１ 公共土木施設等の復旧促進

● 国、事業者と連携した復旧事業の促進
など

施策２ 復旧工事の迅速化

● 災害査定の簡素化、合理化

● 発注者調整会議の実施
など

施策３ の確保

● 行政応援職員、ボランティア、医療スタッフ
などの宿泊拠点の確保

など

施策４ の処理促進

● 県内外での広域処理や再生利用の促進

● 被災建物の公費解体の促進

● 被災市町への人的・技術的支援

施策５ 復旧を担う

● 被災地での求職、求人のマッチング実施
・被災者の雇用支援と復旧・復興人材の確保

など

１ 教訓を踏まえた災害に強い地域づくり

(写真)能登町

など

5 公費解体の様子



施策６ 公共土木施設等の

● 有識者等を交えた技術的な検証の実施

● 道路
・幹線道路ネットワークの多重化の検討
・強靭な道路構造の採用（補強盛土、防災路肩等）

● 上下水道
・市町のまちづくりと一体となった上下水道インフラの最適化
・上下水道施設の耐震化・停電対策
・県水送水管の２系統化の推進

● 砂防、河川、海岸
・重要インフラや避難所等を守る土砂災害対策の推進

● 港湾
・支援物資等の輸送拠点として重要な役割を担う港湾施設の強靭化

● 農林水産施設
・農地・農業用施設、林道・治山施設、漁港等の強靭化

● のと里山空港

・防災拠点としての機能強化

● 道の駅
・自家発電、貯水施設等

● 交通安全施設
・信号機への電源付加装置等 など

6

１ 教訓を踏まえた災害に強い地域づくり

施策７ 災害に強いまちづくりの推進

● 宅地と一体的に行われる液状化対策の推進

● 住宅の耐震化の促進

● 災害時の生活用水の確保
・道路の消雪用井戸や地すべり施設(集水井)等の活用

など

施策８ 情報通信基盤の強靭化

● 通信事業者と連携した通信インフラの充実

● のと里山海道における不感地帯の解消

● 災害時の情報通信手段の確保
など

6



能登の魅力は、農林水産業、伝統産業、観光産業などの特色ある生業が重なり合って形成され
ています。これら生業の再建なくして能登の復興はありません。
特に、高齢の事業主が多いことや度重なる震災被害により事業意欲が削がれていることなどの
今回の特殊性に鑑み、事業の再建支援は強力に行う必要があります。施設再建等についての国の
制度を最大限活用しつつ、販路開拓や雇用維持などに幅広く支援を行います。
また、仮設店舗や物産フェアなどで事業再建までの間の生業継続を支援します。
輪島塗をはじめとする伝統工芸は石川県の大事な個性、強みであり、世界に誇る我が国の大事
な財産であります。それらの事業再建と伝統の継承を支援します。
能登の観光の拠点である和倉温泉や輪島朝市などについては、今回の復興を契機に高付加価値
化を図るための面的なまちづくりを支援します。

２能登の特色ある生業(なりわい)の再建

今、能登には全国からの注目が集まっています。
この機会をとらえ、食や地酒、自然といった能登の
地域資源を活かした新しい事業創出を積極的に支援
します。

(写真)県観光公式サイト

7

輪島塗の制作



施策１ 被災した事業施設等の

早期復旧・復興支援
施策２ 事業再建までの支援

施策３ 農林水産業の再建

２能登の特色ある生業(なりわい)の再建

● 各種支援制度の円滑な活用に向けた支援
・｢なりわい再建支援補助金｣等の活用促進に向けた相談体制の充実

など

● 仮設店舗等の開設支援

● 各種物産フェアの実施
・県内外での能登産物産の販売機会の提供

● 雇用維持の支援
・在籍型出向制度の活用など雇用維持に向けた専門家派遣

● 事業主の支援
・被災地での求職、求人マッチングの実施（再掲）

など● 地域の生業再建
・担い手の確保、生産体制の強化、農林水産物の消費・利用拡大
・生業継続を通じた農村コミュニティの維持・再生・強化

● 「能登ブランド」の価値向上
・「百万石の極み」をはじめとした能登の特色ある食材の価値向上
・世界農業遺産ブランドの高付加価値化

● 被災した農林水産関係施設などの復旧・強靭化
など

施策４ 伝統工芸産業の再建

● 伝統的工芸品の復興に向けた支援
・仮設工房の開設支援

など
(写真)県観光公式サイト

8
輪島朝市



施策５ 商店街・市街地の再建 施策６ 観光産業の再建

２能登の特色ある生業(なりわい)の再建

施策７ 新しい事業の創出

● 和倉温泉、輪島朝市等のまちづくり支援
・若手が積極的に関わるビジョン策定と具現化に向けた支援

● 仮設店舗等の開設支援（再掲）

● 賑わい創出支援

など

● 観光需要の喚起
・風評被害の解消及び能登での手厚い旅行需要喚起

● 観光地域づくり体制の強化
・和倉温泉を核とした観光振興

● 受け地の魅力づくり
・高付加価値化支援

● 能登地域への教育旅行の誘致
・防災・減災、復興過程など

● インバウンド誘致強化
・高付加価値旅行者の誘致

など

● 地域資源を活かした起業促進

● 食文化（食、地酒等）の魅力発信

● 能登での企業誘致の促進

など

(写真)県観光公式サイト9 和倉温泉



学校は教育の提供だけでなく、地域を担う人
材の育成の場でもあります。学生と地域が一体
となり、少子化の中、どのような魅力ある学校
づくりができるか検討します。
このほか、デジタルなど新しい技術を活用し
たスマート生活の実現や地域公共交通の再建に
ついても検討します。

3 暮らしとコミュニティの再建

復興にあたっては、人のつながりが重要であり、固い絆で結ばれる能登の地域コミュニティの
力を維持・強化していきます。
住まいの再建は、日常を取り戻すための基本であり、仮設住宅の整備を早急に進めていきます。
将来の生活再建を見据え、住民の意向を確認しながら、長期の利用も可能なまちづくり型・ふる
さと回帰型の木造住宅（長屋・戸建て風）の整備も行います。
能登一帯に残されている「キリコ祭り」や「あえのこと」など独特の祭りや風習は、能登の魅
力の一つであるとともに、地域に暮らす人々の絆でもあります。祭りや文化財については被害状
況を調査し、修復や再建を支援するとともに、その修復の過程を見せたり、修復に参加するツ
アーなども検討します。

(写真)県観光公式サイト

10
あばれ祭



施策１ 暮らしと住まいの再建 施策２ 祭りの再開支援、文化財の再建

３ 暮らしとコミュニティの再建

● 仮設住宅の建設促進
・石川モデルの推進など

● 災害公営住宅の整備

● 住宅再建への支援
・被災者生活再建支援金、新たな交付金等の円滑な支給、
現役世代の住宅再建支援

● 復興まちづくりへの支援
・面的なまちづくりへの支援
・被災駅舎等の再建支援（穴水駅等）

● 集会所などコミュニティ施設の再建
など

● 社寺、キリコ、山車などの祭り用具の再建等
・復興過程の発信や修復への参加ツアーも検討

● 被災文化財の早期復旧
・被災文化財の修復への支援
・調査、救出、技術支援等

● 無形(民俗)文化財の再建
など

施策３ 地域公共交通の再建

● 利用者視点に立った持続可能な地域公共交通の

あり方の検討
・鉄道、バス、タクシー、自家用有償旅客運送など

など

(写真)珠洲市HP

11
農耕儀礼 あえのこと
（ユネスコ無形文化遺産）



施策４ 学びの環境の再建

３ 暮らしとコミュニティの再建

● 学校施設等の早期復旧

● 学びの継続支援等
・オンライン授業の実施など

● 教育にかかる経済的負担の軽減

● 教員の生活環境の充実

● 被災した児童生徒の心のケア

● 魅力ある学校づくりの推進
など

施策５ スマート生活の実現

● マイナンバーカードの普及促進

● オンライン診療の実施

● 自家用有償旅客運送の検討（再掲）

● ドローン配送
など

(写真)能登高校HP

12

高校生の地域留学推進のための
高校魅力化支援事業（内閣府）



４ 安全・安心な地域づくり

平素から適切な医療や福祉サービスが受けられることが、安全・安心な暮らしの基本であり、
今回、その重要性が再認識されました。こうしたことも踏まえ、災害医療提供体制の充実を図る
とともに、奥能登の公立４病院の機能強化を検討します。また、高齢者や障害のある方、子育て
世帯など、すべての人が安心して暮らせるように福祉サービスの再建・強化も図ります。
今回の地震に対する危機管理対応や備え、避難所の運営については、有識者による検証を行い、
防災計画の見直しなどを行います。
また、今回の教訓を踏まえ、被災者への対応、避難所での環境整備、孤立が発生した場合への
備えなどについても充実させるほか、デジタル技術を活用した災害に強い地域づくりも実現して
いきます。

13

(写真)石川県石川県災害対策本部員会議



施策１ 医療・福祉・子育て支援体制の再建・強化

４ 安全・安心な地域づくり

施策２ 危機管理対応の検証と充実

● 奥能登の公立４病院の機能強化
・機能強化検討会(仮称)の設置

● 奥能登における周産期医療体制の確保
・奥能登の妊婦が安心して出産できる体制の確保

● 災害医療提供体制の充実
・救急医療・搬送体制の充実強化、ＤＭＡＴの研修の充実など

● ＩＣＴを活用した地域医療の推進
・診療調剤へのマイナンバーカードの活用、
オンライン診療の推進等（再掲）

● 福祉事業の提供体制強化
・高齢者、障害者、子育てサービスの充実

● 福祉人材の確保・離職防止

● 避難者、被災者の健康管理
など

● 危機管理対応の検証
・教訓の抽出、防災計画や地震被害想定の見直し

● 平時から備えるデジタルライフライン構想の推進

● ハザードマップの見直し

● 災害時応援協定の拡充
など

(写真)石川県

14
１.５次避難所の医療サービスの様子
（いしかわ総合スポーツセンター）



施策３ 孤立化への備え

４ 安全・安心な地域づくり

施策４ 被災者への支援の充実

● 衛星系通信の活用

● ヘリ等の場外離着陸場の確保

● ドローンを活用した被災情報の収集や物資輸送
体制の確保

など

● 医薬品供給体制の充実

● 避難所の自立型エネルギーの整備促進

● 男女共同参画の視点を取り入れた防災・減災対策

● 避難所の生活環境の向上
・入浴、洗濯、散髪等のサービス提供の確保
・ペット同伴避難所の指定

● 被災者台帳のデータベース化
など

施策５ 警察の災害対応の強化

● 被災地での活動を支える設備・機材の充実
・デジタル通信機器など

● 被災地での防犯活動の強化
・移動交番車の運用、安全情報の発信など

など

避難所の様子（１月８日 七尾市内）15 (写真)石川県



５ 創造的復興リーディングプロジェクトの創出

住む人が希望や生きがいを感じ、外からも多くの人を惹きつける能登を創造するため、能登
の特色を活かした思い切ったプロジェクトを数多く創出します。
能登にはこれまでも、外部から移住され様々な事業を営んでいる方が大勢おられます。また、
金沢大学の能登学舎をはじめ、大学生の課外活動も盛んです。そして今、都市と地方双方に拠
点を構える新しいライフスタイルである二地域居住の取り組みが国を挙げて動き出そうとして
います。
こうした流れをとらえ、能登全域でさらには石川全域でこうした関係人口の受け入れを推進
するともに、サテライトキャンパス構想を推進します。
白米千枚田の再生やトキ放鳥など能登の復興のシンボルとなる取り組みを通じて、世界農業
遺産の魅力発信を行います。

このほか、金沢・能登間の移動高速化に向けた
のと里山海道の４車線化整備の促進、能登の海岸
線の眺望を生かした「能登半島絶景街道」構想を
推進します。

(写真)珠洲市観光交流課

16
木浦ビレッジのコワーキングスペース



施策１関係人口創出･拡大プロジェクト

５創造的復興リーディングプロジェクトの創出

施策３ 世界農業遺産など

の価値向上

● 関係人口創出拠点の確保
・移住起業、二地域居住希望者などの受け入れ推進

● 古民家等を活用した民泊創出の促進

● 移住起業の促進
など

● 金大「能登里山里海未来創造センター」など
高等教育機関と連携した復興の推進

● 能登サテライトキャンパス構想の推進
・ゼミ活動の誘致促進
・能登出身者が復興に関わる機会の提供

● 学生などの祭りへの参加促進
など

● 白米千枚田など世界農業遺産の魅力強化

● 世界農業遺産の保全活動への支援

● トキ放鳥の実現とトキをシンボルとした地域活性化

● トキ放鳥に向けた餌場づくりなど地域の取組支援

● 能登半島国定公園の魅力活用
・能登半島エコツーリズムの推進(のとSDGsトレイル(仮称)など)

など

(写真)金沢大学里山里海SDGsマイスタープログラムHP

施策２学都石川の力の活用
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５創造的復興リーディングプロジェクトの創出

施策４ 文化・スポーツの力の活用

● 能登地域復興の象徴となる文化芸術イベント、
スポーツイベントの開催

● 「東アジア文化都市事業」の再誘致
など

施策５ のと里山空港の拠点化推進

● プライベートジェット誘致、ゼネラルアビエー
ション拠点に向けた調査

● 防災拠点としての機能強化

● 関係人口創出・交流人口拡大の推進拠点（再掲）
など

施策６ 能登・金沢間交通高速化

● のと里山海道の４車線化の促進

● 能登地区の幹線道路の機能強化
など

施策７ 構想の推進

● 眺望に優れた海岸線を周遊する道路の整備

● サイクルツーリズムへの対応 など

● 地盤隆起や断層等の地域資源化に向けた調査
など

施策８ 地震遺構の調査・発信

(写真)石川県
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